
⊥●

縞
克

.

　

功

‥

^

lノー

泰
秦
第
六
十
･
f
号

三
新
町
企
業
撤
兵
の
給
与
の
唐
類
及
び
基
準
に
的
す
る
条
例
の
1
部
改
正
忙
つ
い
て

■

次
の
と
お
り
三
部
町
企
√
業
職
負
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
閑
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

▲
-

･
に
つ
い
て
へ
　
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
舞
九
十
六
条
舞
l
項
の
規
定
に
よ
り
'

本
散
会
の
盛
決
を
求
め
る
b
･

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
日

三

鮮

町

長

　

1

　

松

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

票
田
揺
豊
貴
戟
B
席
賓
芸三
朝
町
畿
金
魚
長
牧
田
頼

一



′

三
卦
町
条
例
昇

′

ヽ

三
部
町
企
業
職
員
の
給
与
の
趣
難
及
び
選
挙
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
条
例

｢

＼

企
業
織
員
の
給
与
の
鹿
簸
及
び
基
準
に
臥
言
条
例
(
昭
和
幽
十
五
年
三
部
町
条
例
警
手
七
号
)

の
l
部
を
次
の
"
よ
う
に
改
正
す
る
｡

附
則
第
三
項
の
次
に
次
の
7
項
を
加
え
る
o

I

J
　
暗
和
四
十
九
年
度
に
限
り
､
舞
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
妙
宋
手
当
の
ほ
か
･
暗
和
也
十
九
年
g
l
月

二
十
七
日
に
在
職
す
る
職
員
に
対
し
て
,
同
J
P
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

管
理
者
が
定
め
る
日
に
賢
の
在
鰍
勘
髄
に
応
じ
･
か
つ
･
企
業
の
･
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
期
末
手

.
当
を
支
稔
す
る
｡

■

肘
　
∴
則

;
,
の
条
例
や
公
布
の
日
か
ら
蕗
C
:
す
る
?
.

f

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

/


